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第4774号20窪2年（平成24年）10月4日（木曜日）聞幽幽産道水継続的な業務改善を齢毫躰紅設計アセット支援ツールを独自開発誘鍛飛一事毫輿　〜　醸厨＼�e昏灘娘　　　愛驚喜》専難壁蝋騰∴鷺轡論・辞　　一　　　略潤攣融ピ｝　郵多一　日本水工設計は、アセットマネジメント（以下、AM）支援ツールタωQ。�@夢ド麟嶋（アセットマン）」を商標登録し、さらなる拡販に取り組む方針を鯛らかにした。上下水道洪業の日常業務の流れに沿ってさまざまなデータを一つのデ〜タベースに蓄横・管理することでAM計薗の策定・運用を支援する岡製品は、関係者が事藁経営の針路を議論するための組織横断的な情報共有に威力を発揮する。同投が培ってきた水コンサルタントとしての総合力を活かし、上下水道事業の持続的発展に貢献したい意陶だ。アセットマンの展關を軸にした黒黒のAM支援の取り組みを、技術企画部アセットマネジメント推進課に取材した。情報共有と意志決定サポート施設　機器台帳庶工事台帳連動させ壽データ蓄積　　曇　　アセットマンは、AM　計画策定、運用、見翻し　など、AMのPDCAサ　イクル連体を支援する機　能を持つ。興体的には、　施設・機器台帳データを　べ…スに、日常業務の中長課で改築修繕、修理更新な鉢ど蚕台騰二一雨雪に蓄積し、資産構報を常　にアップデートしながら　管理する。これらの情報査はすべてひも付けされ連醗轟轟嚢網毒　　　辻濁、さらには維持管理・　、　　　更新計画、財政計画など、AM計画の策定や見直しの基礎となる各種シミュレ〜ションを行うことができる。　日太水工設計の鈴木潭・アセットマネジメント推進課長は「アセットマンの導入により、日常業務の中で、AMに無理なく取り組むことができるようになることが最大のメリット。工事台帳と施設・機器台帳を連動させながらデータを蓄稜していただき、更新需要などをシミュレーションしてAM計画につなげていくということです。日常業務のさまざまなプロセスをデータとしてアセットマンに落とし込んで、事’�s．瀦醜魏備箆超管遜二郎の樒嬢AM舞園簾竃の宛吟性の拠鍛2、AM計圃策漣資磁データの収鍛’蟄遜圏　瞬酬農　隠E糞磁の猟繍騨価／三鷹予粥隔董P護囲擁サービス水準の殴鷹《’盒　寅擬資謹のリスク毒悪燭．柵縦播鞭珊・箆斯蹄翻策寵　口止　　　（1‘財敢計園策寵亘冨M聾覇性の直証／童体最遭化岨舞置　）闇AM計騰の蹴羅11万隊3醐麟蜘、≡＝AMツロセス・A納斑・囲の児斑し　圏ｨ口’アセットマンを利用したAMの流れデータ入力の自動化図る日常業務で無理なく取り組み業体金蔓で檎報を共有することになりますので、維持管理部門、計画部門、税務部門といった各セクションの担当職員から経営物断をしなければならない事業管理者まで、さまざまなレベルで慧志決定をサポートできます」と導入効粟に圏信を見せる。　ただし、アセットマンを轡入してデータを入力すれば、それだけで自動的にAM計画を策定できるわけではない。同課の辻諭・総括主査は「あくまでもアセットマンはツールであり、人間が鋼断ずるための材料を提供するものです。AMを行う中で、自動化できる部分を自動化して作業を楽にすることに主眼を置いています。これをどう使うかも含めて、上下水道事業体のAMの取り組みを当社がコンサルタントとして支援するということですしと説明する。事業体職員力簡単轟　に使えるソール網轟　作業の省力化という観点から見た特長としては、工事台帳を施設・機器台帳と連動させ、修繕の履歴を機器単位ではなく、工事単位で入力できる。　「AM計画を策定したら、PDCAサイクルで運起して、継続的な業務改薔につなげていく必要があります。その　連の作業においても、データの集約は重要な要素であり、それをなるべく簡易な作業でできるツールにしたつもりです」（鈴木課長）　導入裏例としては、福岡地区水道企業団が澗製晶を使ってAMに取り組唾・桟〜藤壷＼遷　凱一妻墓　蕊ミんでいる。当初は、大手システムインテグレータ欝iの既存システムをべi繋スにAMシステムを構，築。日本水工平岡がコン淵サルティングを担当する購　　　　　　　　　　　　形だった。しかし、企業懸物員にと。てはインタ騨ーフェースなどが分かり鎌嚢緊雅灘騰能が＋分でないなど、順道薯業に適用するには課撚題も多かったという。そ正論輪舞物強て、独自にリビルドした。そうして完成したの織がアセットマンだ。　　灘　　　　　　　　　　　ぶ　　「やはり上下水道事業個体の職員の皆さんが簡単紬に使うことができて、二鈴懸に応じてカスタマ愈ズしゃすいことが大事。繍ソフトウエアの門門会社−ではないので苦言もあり燃ましたが、分かりやす蹴く、使いやすいマル塩鮎上がっていると思います。今後は、ユーザーの鞭声をフィードバックして欄さらにブラッシュアップ欝を進めていきたいと考え廓ています」（辻総揺主査）撫商標登録も婆せ、総よいよ本格露な営業展關を開始する。圃社は施設台帳システムを約20年前から展開しており、市場瀟で温い評価を得ているが、この施設台帳システ辮ムを導入している上下水道事業体などをゆ心に、　辮　　　　　　　　　　　慧アセットマンの導入を提案していく方針だ。　　鐡

